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この広報をご覧の方の中にも花粉症に悩まされ

ている方が多くいらっしゃるかと思います。今や国

民の１０人に４人が罹患していると言われる花粉

症の原因は、樹木ではスギやヒノキ、草本ではブタ

クサやイネ科、キク科などが挙げられるものの、や

はり代表的なものはスギ花粉です。 

令和５年 10 月、政府は大きな社会問題となった

花粉症に対し、花粉の主要な発生源であるスギ人工

林（樹齢 21 年以上）の面積を 10 年後の令和 15 年

度（2033 年度）までに約２割減少させることなど

を目指し、集中的に実施すべき対応をとりまとめ、

『花粉症対策初期集中対応パッケージ』として打ち

出しました。 

 

具体的には、①スギ人工林伐採重点区域を設定し

た上で、スギ人工林の伐採と花粉の少ない苗木への

植替え等を加速化させる『発生源対策』 

 

②航空レーザ計測による森林資源情報の高度化、

スーパーコンピュータや AI 技術を活用し、花

関東森林管理局 森林整備課 

関東森林管理局における花粉症対策 
関東森林管理局 森林整備課 



粉の飛散を予測する『飛散対策』 

 

③花粉症の発症を予防し、症状を緩和させるため

の医療体制の整備や、花粉飛散時期に合わせた

花粉症対策製品や予防行動の普及啓発等を行

う『発症・曝露対策』に取り組むこととされて

います。 

 

 

一般的な品種の枝 

※赤い部分が花粉を出す雄花 

花粉の少ない品種の枝 

※雄花がほとんど付かない 



 

関東森林管理局でも、都県と歩調を合わせて取組

を進めることとしており、都県が「スギ人工林伐採

重点区域」を指定した市区町村内の国有林を「重点

区域に準じた国有林」に設定し、「伐って、使って

、植えて、育てる」といった森林資源の循環利用の

推進、花粉の少ない多様で健全な森林への転換を目

指し、スギ人工林の伐採と木材利用、花粉の少ない

苗木等へと、積極的に進めることとしています。 

 

花粉発生源対策については、これまでも首都圏等

の都県と「首都圏等スギ花粉発生源対策推進協議会

」を設置し、国有林において、スギ人工林を伐採す

るとともに、花粉の少ないスギ苗木を使った植替え

や、天然更新、スギ以外への樹種転換に取り組んで

きました。 

植栽するスギの苗木についても令和５年度は 65

％に相当する 890 千本を花粉の少ない苗木にして

おり、令和６年度は 85％に相当する 1,286 千本の

予定です。 

関東森林管理局では、花粉症対策初期集中対応パ

ッケージの方針を踏まえ、これまで進めてきた花粉

対策をさらに推進し、花粉症に悩むことのない社会

の実現に向けた取組を、今後も積極的に進めて参り

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

少花粉苗木の生産体制を強化 

順調に成長した少花粉苗木 



 

関東森林管理局では、令和３年６月に新たに策定

された森林・林業基本計画に基づき、先端的な技術

の導入等により伐採から再造林・保育に至る収支の

プラス転換を図る「新しい林業」を展開することと

しています。 

林業の収支プラス転換には、保育から伐採に至る

各作業工程の効率化が重要です。保育から伐採まで

の効率的な作業計画を立てるためには、どこに（位

置情報）、どのくらいの木（材積）があるのかとい

う森林資源の把握と管理（森林資源管理）が欠かせ

ません。 

現在、効率的な森林資源管理のため、森林のデー

タを集め、集めたデータを共有・分析する様々なデ

ジタル技術が民有林と国有林で実証され、導入され

始めていますので、その取組の一部についてご紹介

します。 

 

【森林資源管理の方法】                               

 

（１）森林資源のデータを集めるデジタル技術 

 

森林資源のデータは、「木の材積」と「森林の位

置や区域」の２つに分けることができます。 

① 木の材積を測るためのデジタル技術 

従来、木の材積をは、木の直径と樹高を直接測

ることで算出していましたが、地上や上空から

レーザを照射し、対象物からの反射を解析する

こと等で材積を計測するとともに、コンピュー

タ上で森林を再現することができます。このデ

ジタル技術により、客観的で、再現性が高い森林

の情報が得られ、効率的な森林施業の計画が立

てられるようになると期待されます。 

 

② 森林の位置や区域を測るためのデジタル技術 

森林資源管理のためのデジタル技
術についての紹介

資 源 活 用 課 



従来の森林の位置や区域を測るにはコンパス

測量（コンパスで方位角を、巻尺で距離を測る測

量）を行っていましたが、カーナビなどで使用さ

れている GNSS（Global Navigation Satellite 

System）が葉や枝で覆われた森林の中でもある

程度利用できる水準まで発達したことにより、

林業においても導入が進みつつあります。GNSS

測量は、コンパス測量と比較して作業工程が減

ることから、測量の効率化が期待されます。 

 

（２）データの共有・分析をする方法のデジタル

技術 

 

現在、森林資源のデータを地理的な情報とリンク

させ、視覚化・分析を行う GIS（地理情報システム）

の導入や、森林施業の集約化に向けて情報を一元的

に集約し共有・管理できるデータベース（森林クラ

ウド）の整備が進められています。 

▲地上型レーザスキャナによる計測の様子 

 

▲GNSS 機器による計測の様子 

 



GIS は、どこにどれだけの資源があるのかを直感

的に把握でき、さらには地表面の詳細な情報を持っ

た DEM（数値標高モデル、Digital Elevation Model）

データと森林資源の情報をあわせることで、効率的

かつ安全な作業道の設計といった様々な分析に利

用することができます。 

データベースについては、従来、紙の台帳や地図

で管理していた情報をデジタルデータにすること

で、情報共有の利便性を高めつつ、高度な解析等を

可能にするものです。先の GIS のデータも、適切に

管理されることで強力な森林データベースの要素

となります。 

 

 

 

 

▲森林をコンピュータ上で再現した様子 

 

▲GIS の操作イメージ 

 



 

【関東森林管理局の取組】 

 

関東森林管理局では、令和２年度から地上型レー

ザスキャナによる調査の試行をしており、今年度か

らは UAV（無人航空機）による調査の試行を予定し

ています。このほか、GNSS 測量の導入に向けた検

討や、GIS の研修や勉強会等を通して、森林資源管

理の効率化を図ることとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

小笠原諸島は過去に一度も大陸と陸続きになっ

たことのない海洋島で、他ではみられない独自の進

化を遂げた貴重な固有種が生育・生息しています。

また、森林生態系保護地域、国立公園に指定されて

おり、固有種が現在も進化の途上という点から世界

自然遺産にも登録されています。 

小笠原南島から  
～グリーンアノール捕獲大作戦

～ 
小笠原諸島森林生態系保全センター 

南島扇池 

 

南島全景 

 



一方、これまでの人間による社会活動に伴い持ち

込まれた外来種が至る所に侵入しており、捕食や競

合等により存続が危ぶまれている固有種もあるこ

とから、小笠原諸島森林生態系保全センターでは小

笠原諸島の固有森林生態系を保全・回復させるため

の活動を行っています。 

小笠原諸島は大小 30 余の島々から成り立ってい

ますが、今回父島の属島の一つである南島において、

環境省、東京都、小笠原村、林野庁及び地元の様々

な機関が協力して、貴重な昆虫たちを守るための 

「グリーンアノール捕獲大作戦」を行いました。 

グリーンアノールは最大で 20cm ほどに成長す

るアメリカ南東部原産のイグアナ科の爬虫類です。

別名アメリカカメレオンとも呼ばれ、体色を周囲の

環境に合わせて緑色や茶色に変化させます。外来生

物法で特定外来生物に指定されているグリーンア

ノールは、1960 年代に小笠原諸島へ侵入後、急速

に個体数を増加させ、小笠原固有の昆虫を捕食し大

きな問題となっています。 

すでに、父島、母島、兄島に侵入しており、環境

省において粘着トラップを用いた駆除が行われて

います。そうような状況の中、本年４月にグリーン

アノールが南島において初めて確認されました。 

南島は、父島ではほとんど見られなくなった「オ

カザワラツヤハナバチ」「スジヒメカタゾウムシ」

などの固有昆虫が残る重要な島で、早急に確認個体

の捕獲と侵入状況の把握を行う必要があります。 

グリーンアノール 
 

 



このことから、学識経験者等による「グリーンア

ノール対策ワーキンググループ」で策定された「未

侵入島しょへのグリーンアノール侵入拡散防止対

応マニュアル」に則り、春のグリーンア 

 

ノール活性期が終了する６月末までの期間中、合計

2000～3000 個の粘着トラップを関係機関が協力し

て設置し、グリーンアノールの駆除・侵入状況調査

を行いました。 

早期に南島への侵入個体の駆除がなされるとと

もに、父島や母島、兄島でも駆除が進み、再び固有

昆虫が南島のように各地で確認できるようになる

ことを期待しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南島での粘着トラップの設置準備 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

粘着トラップ設置完了 

 

粘着トラップを設置中 

 



 

 

 

 

 今月の表紙  

「小笠原母島南崎小富士からの風景」 

小笠原諸島森林生態系保全センター 

 

定期船おがさわら丸船内の国有林 PR 用ポスターにも

使われている母島南崎小富士からの風景です。

写真手前は、オガサワラビロウ、アカテツ、テリハボ

クなどから構成される在来林、写真中央には母島最高峰

の乳房山（標高４６３m）を望むことができます。 

 なお、撮影場所の小富士は、母島最南端に位置し日本

で一番早い日の出（南鳥島を除く）を拝むことができる

といわれています。 

  



 

近年、群馬県においてもシカが著しく生息数や

分布を拡大しており、林業生産活動を進める上で、

シカ食害対策に掛かるコストをいかに抑えるかが

重要な課題となっています。 

群馬森林管理署では、令和元年度から安価に入手

でき加工が容易な「玉ねぎ包装用ポリネット」を用

いた単木保護資材（玉ねぎネット資材）の試作・開

発を行ってきました。こうした国有林野事業の技術

を広く民有林野関係者にも紹介し、今後の群馬県・

林業における低コスト化に向けた参考としていた

だくため、令和６年６月５日（水）にぐんまフォレ

スター連絡会（＊）において、技術交流会を開催し

ました。 

 

＊正式には、「群馬県フォレスター等民国連携推進連絡会」 

 

  

ぐんまフォレスター連絡会 

技術交流会で玉ねぎネット資材を紹介 

                    群馬森林管理署 

 

「ぐんまフォレスター連絡会」の仕組み 

 



群馬県、県内３森林管理署、森林整備センターで

は、林業・木材産業の振興を図るため、令和３年度

から技術交流を通じた相互研鑽や市町村への支援

等に技術職員等が一体となって取り組んでいます。

今回の技術交流会には、森林管理局・署のほか、群

馬県、市町村、森林組合、林業事業体、林業関係機

関の職員など、95名が参加しました。 

 

第１部（午前、局大会議室）においては、玉ねぎ

ネット資材の開発経緯、製作の手順を説明した後、

実際に参加者に玉ねぎネット資材を製作していた

だきました。 

玉ねぎネット資材は、「ホームセンター等で入手

できる４点のみ（玉ねぎネット、竹杭、ダブルクリ

ップ、針金）」を用いて、「１個あたり２分程度」で

簡単に作ることができます。 

 

技術交流会ポスター 

 



  

 

  

第１部会場 参加者による玉ねぎネット資材の制作 

 



第２部（午後、安中市臼沢国有林）では、今年

度、苗木を植えた国有林野の事業地において、第

１部で製作した玉ねぎネット資材を参加者自ら、

それぞれ設置していただきました。 

シカ食害に対する単木保護資材には、いくつか市

販されている製品がありますが、これらと比較する

と玉ねぎネット資材は、「運搬が楽（軽い、かさば

らない）」、「少ない手順で簡単に設置できる」とい

ったメリットがあります。 

 

  

第２部会場（玉ねぎネット資材の設置） 

 



 

 今回の技術交流会では、参加者による製作、設置

の実体験を通して、これらのメリットを体感してい

ただいたところです。また、内容のわかりやすさか

ら多数の報道機関からも取材をいただき、広く一般

の方々への情報発信も行うことができました。 

 

意見交換では、メリットだけではなく、今後の実

用に当たっての様々なご意見が寄せられました。玉

ねぎネット資材は、シカ被害対策の低コスト化に向

けて実用化に動き始めたばかりです。 

 

 

群馬森林管理署のホームページでは、製作手順や

仕様書を公表しています。多くの林業関係者の皆様

からもご意見をいただきつつ、更なる改良を進めて

いきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

志知局長、畑次長と参加者による記念撮影 

 

群馬森林管理署の取組 

QR コード 



 
 
 
 
 
 
私の担当する尾瀬・檜枝岐森林事務所は、新潟県・

栃木県・群馬県と隣接する福島県南部に位置し、国
有林管轄面積は約 3,600 ヘクタールとなっています。 

 当森林事務所の特徴は管内に「尾瀬国立公園」があ
ることです。 

湿原では雪解けと共にミズバショウ・リュウキン
カ・ニッコウキズゲ等が咲き始める頃でも、燧ケ岳の
標高1,600ｍ以上の登山道には、まだ残雪もあります。 
手前の御池駐車場からはブナ原生林「ブナ平自然観

察教育林」もあり、木漏れ日の中を散策すると気分爽
快になる見どころですが、一方で、近年クマの目撃情
報も多いので自然を楽しむのにも注意する必要があ
ります。 

 

会津森林管理署南会津支署  
檜枝岐森林事務所 首席森林官 奥田 康弘 

 

 

ミズバショウとリュウキンカ 

 

木漏れ日のブナ林 

 



 

管理面では、ニホンジカが課題となっています。通
常シカ柵は造林地を食害から守るために設置します
が、当支署では尾瀬の湿原植生保護を目的に設置して
います。平成２６年度から大江湿原約３０ヘクタール
の周囲を約３．５㎞にわたりシカ柵を設置しています
が、このうち、約１．５５㎞の設置、撤去は、当支署
も参画している南会津尾瀬ニホンジカ対策協議会（公
共団体等で構成する地域の生物多様性保全支援事業
団体）の協力、支援を受け継続して取り組んでいます。 

 

去る６月４日には局長含め総勢１８名がシカ柵設
置作業を行いました。 

 

 

 

 

 

  

参加者集合 

 

シカ柵設置中 

 



 

 また、森林保護啓蒙のためグリーンサポートスタッ
フ※による尾瀬の湿原巡視や登山マナーの声掛け、ゴ
ミ拾いを、山開きから月２回実施しています。声掛け
の際には旅の思い出として、オリジナルしおりをプレ
ゼントし国有林の PRも行っています。 

 

 尾瀬の木道を爽やかな風を感じパトロールしてい
るときなど、檜枝岐森林事務所で勤務が出来て良かっ
たと思えます。皆さんも是非来ていただき、尾瀬の大
自然を感じて満喫してください。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
  

グリーンサポートスタッフ活動中 

 

山火事のぼり旗設置の筆者 

※グリーンサポートスタッフ：入山者へのマナー啓発等を行う

森林保護員 

 

作成所：関東森林管理局 編集：総務課 ☎027－210-1158 


